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CAM

テクノロジー

CAD

hyperMILL 2025 の新機能

hyperMILL 2025 では、CAD と CAM の両面においてパフォーマンスと効率の向上が図られています。-
CAD については新しいテセレーションアルゴリズム、単純化されたモデル要素表示、そして 改良された
3D モデリングのアルゴリズムにより、作業時間が大幅に短縮されると共に、より正確な処理結果が得ら
れます。

一方、CAM のハイライトは、穴とエッジのバリ取りを対象とした 3つの革新的な加工手法です。これらに
より加工の柔軟性がさらに高まり、最上級のクオリティが得られます。さらに、同時5軸加工の新しい自
動モードでは、従来以上に最適化された加工が実現でき、非常に複雑な部品であっても効率的で信頼
性の高いツールパスが保証されます。

新規レイヤを常にカレントにする
直線スイープの改良
大規模アセンブリデータ向けに最適化されたパフォーマンス
3 接面フィレット 
新しいテセレーションテクノロジー
拡張された STEP インターフェイス
仮想電極の表示
電極作成プロセスの最適化
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システムの適合性の確認:最適なパフォーマンスと安定性が得られるよう、当社の診断プログラム Systemchecktool.exe を定期的に実行することをお勧めします。 
注意: Windows®アップデートの実行時に、グラフィックドライバ―自体またはその設定がリセットされることがあります。  |  システム要件: Windows® 10/11 (64 ビット)  |  CAD 統
合:Autodesk® Inventor®、 SOLIDWORKS  |  ソフトウェア対応言語: ドイツ語、英語、スペイン語、フランス語、イタリア語、オランダ語、チェコ語、ポーランド語、ロシア語、スロベニア
語、トルコ語、ポルトガル語 (ブラジル)、日本語、韓国語、中国語 (簡体)、中国語 (繁体) 、スウェーデン語
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大規模アセンブリデータ向けに最適化された 
パフォーマンス

大規模なアセンブリデータを取り扱う際のパフォーマンスが大幅
に向上します。ファイルを読み込む前でも、すべてのレイヤーを選
択不可に設定できるため、最初からよりスムーズにモデルをハン
ドリングできます。また、特定の編集を実行するために、必要に応
じて個々のレイヤーをアクティブ化することもできます。

メリット: 複雑なモデルや大規模プロジェクトでもスムーズなワー
クフローを実現。

新規レイヤを常にカレントにする

新しく作成されたレイヤーを自動的にアクティブにするオプション
を提供します。これにより、手間のかかるマニュアル作業を省くこ
とができます。

メリット: 操作性の向上。

CAD

直線スイープの改良

非常に複雑なスケッチであっても、定義した角度に従って簡単に
スイープができるようになりました。サーフェイスの自己交差が起
こる場合には、それも自動的にトリミングされます。これにより、金
型や電極に必要とされるような複雑なサーフェイスも、素早く正
確に作成することができます。

メリット: 非常に複雑なスケッチのスイープでも、手作業による修
正が不要。

 ハイライト 

 ハイライト 

 ハイライト 

3 接面フィレット

隣接する 3 つのサーフェイスの間に、完全な連続性が保たれたシ
ームレスなフィレットを作成できるようになりました。この機能に
より、タービンブレードなどの複雑な形状をモデリングする際に、
最高レベルの精度と品質が保証されるだけでなく、作業時間を大
きく削減できます。

メリット: 3接面フィレットの高速かつ正確な作成。
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CAD

拡張された STEP インターフェイス

STEP インターフェイスの機能拡張により、さらに包括的なデータの
インポートが可能になりました。カーブやサーフェイスの名前が完全
に維持されるようになり、プログラミングに役立つ情報がより多く得
られるようになりました。またさらに、サーフェイスに付加された色
やタグといった情報を、そこから派生して描かれたラインにも紐づ
けることができるようになり、こうした製品製造情報 (PMI) の活用
範囲の広がりが、プログラミングの効率化へと繋がります。

メリット: プロセス統合の改善と製造効率の向上。

新しいテセレーションテクノロジー 

まったく新しいテセレーションテクノロジーが採用され、モデルの
読み込み時や作業中のパフォーマンスが大幅に向上しました。カ
ーブ、サーフェイスとそのエッジ、およびソリッドは、一元化された
設定オプションを使用し、1 つのパラメータで表示状態を調整でき
ます。 

メリット: パフォーマンスの大幅な向上と操作の簡素化。

電極作成プロセスの最適化 

より効率的な電極製造のための新機能が提供されます。パーツ
番号や電極名に変数を使用できるオプションと、最適化されたミ
ラーリングコマンドに加えて、放電ギャップを見込んだうえでのシ
ミュレーションが行えるようになりました。これにより、放電加工で
の干渉の可能性を排除し、安全な処理が保証されます。

メリット: シミュレーションによる事前干渉チェック、および電極
製造計画・実行プロセスの改善。

仮想電極の表示 

hyperMILL Electrode では、作成されたすべての仮想電極の表
示/非表示が行えるようになりました。これにより、定義されている
電極の判別が容易になります。さらに、電極の数が多い場合、未使
用のものを非表示にすることで、パフォーマンスを向上させること
ができます。

メリット: 仮想電極の管理の簡素化。

 ハイライト 
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 輪郭半径 
 パス半径 

CAM

2D プロービング計測データのインポート

軸指定、円形、長方形、溝、またはリブを対象とした2次元的なプ
ロービングによって得られた計測結果を、当社独自の受け渡しフ
ォーマットを活用することで、制御装置から直接 hyperMILL 側に
インポートすることができるようになりました。*トレランスの範囲
内・範囲外といった計測結果を hyperMILL 上で確認できます。こ
れにより加工結果の傾向を簡単に把握し、プロセスの改善に繋げ
ることも可能です。

さらに、その計測結果のインポートと hyperMILL BEST FIT とを組
み合わせることで、トレランスの中央値や位置情報を素早く確認で
きるようになり、3D プロービングだけを利用したBEST FITと比較
して、より正確な結果が得られます。
 
メリット: 2次元的なプロービング計測結果のグラフィカルな表示
による、品質管理の簡素化。

*hyperMILL VIRTUAL Machining ポストプロセッサーが必要。また、制御装置の仕様にも制約あり。

3D 平面加工

平面加工の切削モードをより細かく定義することが出来るように
なりました。パラレルモードでは指定した方向に沿ってツールパス
を生成できます。標準モードおよび高速モードでは、輪郭半径とパ
ス半径を個別に定義できるため、ツールパスの丸まりを適切にコ
ントロールできます。輪郭半径はモデル形状に沿ったツールパス
に、パス半径はそれ以外のオフセットパスに使用されます。 

メリット: 加工機能の拡張による柔軟性の高まりと制御の向上。

3D 最適化等高線荒加工

荒加工時の効率化と加工制御の改善を目的に、荒加工モード用
にポケット加工のアルゴリズムが追加されました。これは大きな
切り込みを設定した際や削り残り部のある加工に適用されます。
さらに、輪郭半径とパス半径を定義することで、ツールパスの丸ま
り方をより正確に制御できます。輪郭半径はモデル形状に沿った
ツールパスに、パス半径はそれ以外のすべてのオフセットパスで
参照されます。
 
メリット: 荒加工の高速化と、大きな切り込み時および削り残り部
での動作の改善。

 ハイライト 

https://youtu.be/Ii-P4hG8fqE
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CAM

 ハイライト 

機械加工によるバリ取りのための新しい加工手法
バリのないエッジと穴は、機能的に重要なだけでなく、高い仕上がり品質を実現するのに不可欠な要素でもあります。
hyperMILL 2025 では、バリ取りを機械加工で完結させるための幅広いデバリング加工手法が用意されています。

 2 5X 穴デバリング加工

この新しい加工方法により、通常穴や交差穴に対して鋭角なエッジを出すデ
バリングのプログラミングが非常に簡単になりました。当社独自の優れた形
状解析機能である「 CAMプラン」により、すべての穴が自動的に認識され、モ
デル内のすべての鋭角なエッジが抽出されます。エッジを選択するだけで、
それらに対するツールパスが自動的に計算されます。この加工方法では、「
機械構成」として「3軸機 (hyperMILL CLASSICおよびEXPERTの各バンドル
に含まれる)」 と「5軸機」がサポートされます。加えて後者では、5軸モードパ
ラメータを有効にした場合、可能な限り位置決め加工のみで処理がなされ、
それだけでは加工が不可能な場合に限り、同時5軸での動作が許容されま
す。

メリット: 高速、単純、安全な穴のデバリング。

 3 5X デバリング加工

この新しい加工方法は、ワークに含まれる全ての鋭角なエッジを高速かつ
効果的にデバリングするためのソリューションを提供します。この加工方法で
も、「機械構成」として「3 軸機 (hyperMILL CLASSICおよびEXPERTの各バン
ドルに含まれる)」 と「5軸機」がサポートされます。後者では、5 軸モードパラ
メータを有効にすることで、より多くのエッジ部の加工が可能となり、必要な
傾斜動作や干渉回避動作が自動的に生成されます。当然のことながらエッ
ジは位置決め加工で処理されることが望ましいですが、これが不可能な場
合、同時5軸動作が許容されるようになります。使用可能工具としては、ティ
アドロップとボールエンドミルがサポートされます。

メリット: エッジ部の高速かつ効果的なデバリング。

 1  穴ブラッシング

この加工手法は、交差穴やらせん穴、その他の穴を特別なブラッシング工具
でデバリングして、面品位を高めるために使用されます。加工工程はいくつか
のフェーズに分けられ、フェーズごとにスピンドル回転数、送り速度、クーラン
ト、ドゥエル時間などのパラメータが準備されています。「パラメータ」タブで、
ブラッシングの範囲、方向、繰り返しの回数も指定できます。

メリット: 穴やその他フィーチャーを対象としたブラッシング工具を用いたバ
リ取りのプログラミング。

 2 
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CAM

動画で見る’ 
5 軸デバリング

 1 

 3 

「5X 穴デバリング加工」と「5X デバリン
グ加工」のパラメータ設定上で選択可能
な「機械構成：5 軸機」はオプションモジ
ュール扱いとなっています。一方で「機械
構成：3 軸機」は hyperMILL CLASSIC
およびEXPERTの各バンドルに含まれる
標準機能となっています。

© Nicolai-Bicycles

https://youtu.be/JuMSalWzua0
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CAM

5X 走査線仕上げ加工 (NEW)

従来の5X走査線仕上げ加工が根本的に見直され、刷新された
改良版が提供されます。3D走査線仕上げ加工で馴染みのある多
くの革新的な機能が、5軸加工でも利用できるようになりました。
さらに、工具軸の自動設定のための新しいアルゴリズムが採用さ
れています。スムーズオーバーラップ、切削サーフェイスの自動延
長、切削モデル・トリム、エッジ送り速度、3D工具径補正などの使
い慣れたパラメータを使用して、サーフェイス加工をより効率的
に、より簡単に、そしてより素早く行うことができます。そしてTrue-
Shapeポイント配分によるNCポイントの均一化が、機械動作の安
定と仕上がり面品位の向上を実現します。 

メリット: 優れたアルゴリズムがプログラミングをサポートし、シン
プルな設定でより高い面品位を実現。

5X 面沿い加工

この新設された 5 軸加工機能* では、アイソパラメトリック曲線 (U 
と V) の方向に応じて、個々のサーフェイスまたは連続する複数の
サーフェイスを加工できます。3D 面沿い加工でお馴染みの高精度
モードを、当社独自の True-Shape ポイント配分と組み合わせる
ことで、3D 工具径補正やエッジ送り速度を5 軸加工でも指定でき
るようになりました。

メリット: 優れた独自アルゴリズムによるプログラミング支援機
能により、仕上がり面品位の向上を実現。
*オプションモジュール扱いにつき、ライセンスの追加が必要。

5X 金型加工モジュール - 新しい自動モード

新しい自動モードのアルゴリズムはツールパス全体の事前分析結果をもとに、同時5軸加工および位置決め加工にお
ける最適解を導き出します。より高速に加工を行うことが出来る位置決め加工が優先され、必要なセグメントに対して
のみ同時5軸加工が適用されます。メリットとして、5 軸加工に必要なパラメータ入力の数が減り、複雑な加工のプログ
ラミング時間を短縮できます。

 ハイライト 

 ハイライト 
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CAM

5X ラジアル加工

5 軸設定において「ラインを補間」という新しいオプションを選択す
ることで、 工具軸をマニュアル的に定義できます。設定内容は非常
にシンプルであり、中心カーブに沿って傾斜ラインを指定するだけ
で、工具軸が隣り合う2 つの傾斜ライン間で補間されます。

また、高精度モード選択時には、切削に最適なNCポイントの再配
分が行われ、最高レベルの面品位と工作機械の安定した動作が
保証されます。

これら２つの機能革新により、5 軸加工パラメータ設定の簡略化と
面品位の向上が実現されます。
 
メリット: 傾斜軸の適切なコントロールと最適な面品位のための
NCポイント再配分。

5X ハーフ・パイプ加工

ループした溝については、切削パターンとして2 つの境界間でのス
パイラルパスを選択できるようになりました。その場合、指定した
開始側から下向きにスタートし、途中でパスが中断されることなく
最後は終了側に向かって上向きに加工していきます。機械構造お
よびコントローラに起因する加工方向の反転や、工具の摩耗によ
って引き起こされる底面サーフェイスの損傷は、この加工方法で回
避できます。

さらに、両端が開いている溝やループした溝を対象とした加工で
は、リード角を設定できるようになり、これは工具先端の使用を防
ぐのに役立ちます。

メリット: 切削パラメータの拡張。

True-Shape テクノロジー

当社独自の True-Shape テクノロジーにより、サーフェイス
加工に最適なNCポイントの再配分が行われます。 一般的には、
工作機械の動きが均等化され、高精度な加工が実現されます。まず

「CAMプラン」を活用することで、製品モデルのトポロジー情報が自動
的に作成されます。そして、高精度モードおよび True-Shape ポイント配
分を有効にすれば、中仕上げ、仕上げ、精密仕上げ、微細仕上げの中から選
択したトレランス仕様に沿ってパス計算が行われます。hyperMILL では、最善
の加工結果が得られるようにパラメータをコントロールできます。



10

CAM

DMGMORI社製複合加工機における 
スピンドル間でのワーク受け渡し

メインスピンドルとカウンタースピンドル、およびB軸を備えた
DMGMORI社製の複合加工機（NTXおよびNTシリーズ）を対象
に、SIMULATION Centerと組み合わせたワークの受け渡しがサ
ポートされました。* 両スピンドルを使用した加工に対しても、1つ
のジョブリスト内でまとめてプログラムを作成し、一連の加工動作
のシミュレーションを実行できるようになりました。

メリット: DMGMORI社製の複合加工機を対象とした、ワーク受け
渡しを含んだ工程の簡単かつ安全なプログラミング。
*ポストプロセッサーのアップデートが必要。

5X ブレード加工

「5Xブレード・ポイント加工」   1 および「5Xブレード・ヒール加工」 
 2 では、段階的な追い込み加工を最適化する拡張機能が利用で
きるようになりました。 この手法は、長尺のタービンブレードや高
硬度材のタービンブレードの加工でよく必要とされます。また、加
工開始時と終了時の両方で、隣接する領域とのスムーズオーバー
ラップを使用できるようになりました。 

「5Xブレード・プラットフォーム加工」   3 もさらに拡張され、スパ
イラル状のパスが回転軸の反転を防ぎ、形状とのクリアランス値を
指定することで非切削時の送り速度を個別に調整できるようにな
りました。加えて、連続パスの最小値を指定することで、加工前の
状態に合わせてそこに至るまでのツールパスの送り速度が最適化
されます。

メリット: ブレード仕上げ加工のプログラミングの最適化。

 1 

 3 

 2 
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CAM

旋削 V-スケッチを作成

一般的な寸法公差で設計された3Dモデルからであれば、旋削輪
郭用の V スケッチがほぼ自動的に生成されます。コマンドを使用
して水平寸法を定義し、対応する許容差を割り当てることで、輪郭
が許容範囲の中心に移動・変更されます。この旋削用の特別な V 
スケッチにより、アンダーカット、エッジブレーク、許容差を含む旋
削輪郭を迅速かつ効率的に準備することもできます。
 
メリット: 3D モデルを基準とした、迅速かつ寸法精度の高い旋削
輪郭の作成。

旋削フィクスチャー

チャックの2D 輪郭が旋削フィクスチャー定義の中で計算されるよ
うになりました。作成される輪郭をどのレイヤーに配置するかを
事前に決めることができます。「計算」コマンドを使用することで輪
郭が生成され、すべての旋削ジョブにおいてそのままフィクスチャ
ーとして利用できるようになります。チャック形状に変更が加えら
れた場合には、輪郭を再計算する必要があります。

メリット: 旋盤ジョブにおけるフィクスチャー輪郭の読み込み時
間の改善。

 ハイライト 
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テクノロジー

VIRTUAL Machine を使用した 
ジグ研削加工

hyperMILL VIRTUAL Machining テクノロジーはジグ研削加工
もサポートするようになりました。加工動作には機械コントローラ
側のサイクルが使用され、VIRTUAL Machine上で干渉チェックと
シミュレーションが実行されます。

メリット: ジグ研削加工の NC シミュレーション。

VIRTUAL Machine を使用した 
ツールパス計算

「パス計算にVMを使用」という新しいオプションを使用すると、 
hyperMILL はツールパスの計算中に機械モデルを参照します。干
渉チェックと干渉回避は、工作機械モデルと各軸の可動範囲を考
慮して行われ、結果としてツールパスの安全性と効率が向上し、
最適化されます。 これは特に狭いエリアや、可動範囲の限界付近
での加工が必要となる場合に有効です。干渉や機械の可動制約よ
って発生する削り残り部は、他の加工手法を用いて処理すること
になりますが、「スムーズオーバーラップ」オプションを用いること
で、ツールパス同士のつなぎ目も目立たずに仕上げることが可能
です。 

このオプションは、加工ジョブごとに適用できます。

メリット: ツールパス計算時におけるVIRTUAL Machine を使用
した干渉回避。

FANUC および MITSUBISHIコントローラ
搭載機におけるタレットサポート

hyperMILL VIRTUAL Machining では、 FANUC および Mitsubi-
shiのコントローラを搭載するタレット型旋盤が追加でサポートさ
れました。それらの工作機械を対象としたプログラムをより簡単
かつ安全に作成できます。VIRTUAL Machineの「加工機セットア
ップ」上で、タレットにホルダーや工具を簡単に配置でき、機械と
すべての工具が正確にマッピングされ、NC コード シミュレーショ
ンに使用されます。今回のリリースでは、以下のメーカーのコント
ローラを対象にタレットテクノロジーが拡張されました。

n �Siemens
n �FANUC
n �Mitsubishi

メリット: 対応可能なコントローラの拡充。

 ハイライト 
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テクノロジー

動的ストックを使用

hyperMILL VIRTUAL Machining Optimizer によって付加された
スムーズリンク動作に対して、「動的ストックを使用」オプションを
選択できるようになりました。ストックは、ジョブリスト内のすべて
の工程に対して自動的に生成・更新され、リンク動作の計算時に
考慮されます。これにより、その時々のストックの状態に合わせて
リンク動作が最適化されます。

メリット: 最適化されたリンク動作。

解決策の選択：最も近い +/- C側の角度 

VIRTUAL Machine使用時において、各ジョブの「NCテキスト」タブ
に追加される「解決策」パラメータで回転軸の優先動作方向を選
択する際に、「最も近い +/- C側の角度」オプションが追加されまし
た。これにより、任意指定した優先内容に沿って解決策が選択さ
れます。hyperMILL VIRTUAL Machining Optimizerのライセンス
があれば、NC 生成時に起こりうる干渉やストロークオーバーを防
ぐことができます。 

メリット: シンプルなプログラミング作業で大きなC軸回転動作を
回避し、加工精度を高めることが可能。

左の画像では機械ヘッドが大きく旋回しているのに対し、右の画像では
動作が最適化されているのが見て取れます。

ストックチェーン 自動設定

新バージョンでは、hyperMILLのストック処理アルゴリズムが一新
され、完全自動かつ強力でより優れたものになりました。穴あけ
加工、旋削加工、切削加工から積層加工まであらゆるタイプの加
工において活用されます。ジョブリスト設定タブにあるストックチ
ェーン「自動設定」オプションを有効にすると、すべてのストックモ
デルが自動的に正しい順序で作成されます。加工ジョブが削除ま
たはソートされると、ストックチェーンも適宜調整されます。また、
必要に応じて任意の加工ジョブをストックチェーンから除外する
こともできます。それ以外の場合にはユーザー側での操作は必要
なく、その作成からシミュレーションまたはVIRTUAL Machine へ
の受け渡しまで、 すべてのストックモデルがhyperMILL 側で一元
管理されます。

メリット: ユーザーフレンドリーなストックモデルの操作と作成の
簡素化。

 動的ストックなし  動的ストックあり 

 ハイライト 

 ハイライト 

https://youtu.be/x_qBWA3gUU4
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テクノロジー

hyperMILL AUTOMATION Center  
Controller

新しい hyperMILL AUTOMATION Center Controller では、自分
で開発したスクリプトおよびサブスクリプトを簡単に管理および構
造化できます。これにより、自動化スクリプトの概要を素早く把握
し、利用できるようになります。お気に入りを作成し、その中でスク
リプトを整理します。また、特定のスクリプトのフィルタリングを常時
行うことができます。Controllerでは、結合したスクリプトまたはサ
ブスクリプトを自動的に実行できます。これを行うには、一連のスク
リプト全体をお気に入りに保存する必要があります。

メリット: 自動化スクリプトの整理と使い勝手の向上。

 ハイライト 

削り残り部境界

削り残り部をより柔軟に処理するため、条件を与えて削り残り部
の境界カーブを作成し、加工方法の種別を問わず使用することが
できます。参照工具の直径に基づいた理論値で削り残り部領域の
計算を行い、指定した切削工具の工具中心基準で境界輪郭のカ
ーブが作成されます。

メリット: 削り残り部境界の簡単かつ迅速な作成。

最適なバレル工具

CAMメニューの新しい機能である「最適なバレル工具」により、対
象となる範囲における最適なバレル工具の形状について分析・検
討することができます。分析では、3つのタイプのバレル工具 (テー
パー、接線、汎用) が選択でき、そのタイプごとに基準直径とバレ
ル半径の範囲を定義できます。これにより、リアルタイムで最適な
工具形状がビジュアル化され、リード角を分析することで、使用可
能なバレル半径を最適化したり、または、「コンタクトパラメータ」
と「バレル最大距離」を使用して、最適なバレル半径を決定するこ
とができます。この機能は、適切なバレル工具を選択し、その最適
な使用を保証するのに役立ちます。
 
メリット: バレル工具を最適に使用するためのシンプルで迅速な
分析。

 ハイライト 



hyperMILL ADDITIVE Manufacturing

積層加工用の新しい「リンクジョブ」は、複雑なプログラミングを
簡素化し、操作性と効率を高めます。最適化されたワークフロー
を実現するために、複数の積層加工ジョブを簡単にリンクし、さら
にはその中で加工順序をソートすることもできます。

「積層加工」ジョブの工具軸の設定においては、同時5軸での切
削加工手法でもお馴染みの自動モードが備えられ、狭いエリアで
も安全かつ効率的な加工を行うことができます。製品モデルと積
層ノズルの形状をそれぞれ認識し干渉チェックを行うことで、位置
決めでの加工でも同時5軸での加工でも、最適な工具軸方向を導
き出します。

 
メリット: 積層加工プログラミングの単純化。

テクノロジー
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NC コードの安全な生成、 
最適化、シミュレーション

hyperMILL VIRTUAL Machining は、CAM システムと現実の加工環境との間にある 
ギャップを埋め、これまでにないプロセス管理と加工機動作の最適化を実現します。
これはインダストリー4.0の要件を満たします。 VIRTUAL Machining テクノロジーは、
プログラミングから機械加工に至るまで、一連のプロセスの安全性と高い効率を保証します。

n  安全と効率が両立されたNC プログラムの最適化
n  プログラミングの単純化 
n  工作機械のデジタルツイン
n  NC コードベースのシミュレーション
n  回転軸の解決策の自動選択 
n  工作機械との完全なコネクティビティ
n  CAMと工作機械側制御装置との双方向データ通信

Optimizer テクノロジーのメリットについては、以下をご覧ください。
複数方向からの加工時には  
5 軸での最適なリンク動作が 
自動生成されます。

たった数クリックの操作で、 
X/Y の動きを回転軸の動きに 
変換し、ストロークオーバー 
を回避します。

必要なリワインド動作が
自動的に生成・挿入され、
回転軸を巻き戻します。

https://youtu.be/_KBfAoS6sjg?si=MSt6Xf9ldLw4jMH3
https://youtu.be/1fOeXWSkYJE?si=tJOuK5k76LOIH3PO
https://www.youtube.com/watch?v=3S9IArhatME
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